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［2面］区役所職員を名乗る還付金詐欺に注意！、協働事業提案制度実施事業 中間報告会1／30(木)

［3面］各種健(検)診の締切迫る ［7面］法定調書および給与支払報告書の提出は1／31(金)まで

今号の
主な内容

区では、区民の皆さんの意向を区政に反映するため、1年おきに｢区政

世論調査｣を実施しています。このたび調査結果がまとまりましたので、

10項目の調査の中から特に区民の皆さんの関心が高かった項目について、

結果をお知らせします。調査を通じて得られたご意見・ご要望を踏まえ、

皆さんの期待に応えるため、今後も積極的に区政運営、施策立案を推進

していきます。

1,200人に個別面接
江東区政世論調査は、区民の皆さんのご意見やご要望を区政

に反映する一つの方法として、昭和48年から隔年で実施してお

り、今回で21回目となりました。

調査は、個人情報の保護に十分留意したうえ、地域の偏在をな

くし、無作為に抽出した満20歳以上の男女1,200人(区内在住)を

対象に、平成25年6／29〜7／15に個別面接方式で実施しました。

有効回収数は906人、回収率は75.5％でした。

90.7％が

住み続けたい

江東区に｢ずっと住みたい｣｢当分は住みたい｣

と答えた方の割合は90.7％で、前回を2.4ポイ

ント上回り、高い数値を維持しています。特に、

｢ずっと住みたい｣は、前回調査(54.6％)を上回

る57.1％の方が選択しています。

一方、｢あまり住みたくない(転出したい)｣と

｢すぐ転出するつもり｣を合わせた｢転出意向｣は

3.3％でした。

｢定住意向｣の理由の上位は、｢自分の家(土地)

だから｣41.9％、｢日常生活に便利｣38.9％、｢住

みなれているから｣37.0％、｢通勤・通学に便利｣

31.3％でした。

また｢転出意向｣の主な理由は｢災害に対し危

険｣｢生活環境が悪い｣｢借家だから｣でした。

防災対策の要望｢非常用食料・水な
どの確保｣が4割を超える

大地震の際の防災対策への要望は｢非常用食料

・水などの応急物資の確保｣44.8％、｢トイレの確

保など衛生対策の促進｣22.0％が上位2項目となり

ました。

高齢者対策がほぼ5割

今後特に力を入れてほしい施策は｢高齢者

対策｣が49.1％で最も多く、次いで｢防災対策｣

が45.1％、以下｢児童・幼児対策｣33.9％、｢治

安対策｣29.8％の順となりました。

第21回区政世論調査の

詳細は、こうとう情報ス

テーション(区役所2階)、

各図書館にある調査報告

書または区ホームページ

をご覧ください。

▢問 広報広聴課広聴相談
係

☎3647-2364

℻3647-9635

結果の詳細は区役所
・図書館・区ホームペ
ージで閲覧できます
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平
成
�
年
�
月

日
の
阪
神
・
淡

17

路
大
震
災
で
︑
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
︑

毎
年
�
月

日
を
﹁
防
災
と
ボ
ラ
ン

17

テ
ィ
ア
の
日
﹂
︑
�
月

日
～

日

15

21

を
﹁
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
﹂

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
︒
こ
の
機
会
に

各
家
庭
の
防
災
対
策
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
︒

家
庭
の
減
災
対
策

阪
神
・
淡
路
大
震
災
犠
牲
者
の
大

部
分
は
︑
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
転
倒

に
よ
る
圧
死
︑
窒
息
死
で
し
た
︒
住

宅
の
耐
震
補
強
や
家
具
等
の
転
倒
防

止
︑
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
等
を

行
う
こ
と
で
︑
自
分
自
身
や
大
切
な

家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
︒
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
居
住
空
間
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
︒

○
建
物
自
体
が
倒
壊
す
る
危
険
性
は

な
い
か

○
居
間
︑
寝
室
︑
台
所
な
ど
に
お
い

て
︑
家
具
や
大
型
家
電
が
転
倒
し

て
く
る
危
険
性
は
な
い
か

○
家
具
類
の
転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散

に
よ
り
避
難
経
路
が
ふ
さ
が
る
危

険
性
は
な
い
か

災
害
協
力
隊
の
結
成
・
加
入
を

災
害
協
力
隊
は
︑
各
地
域
の
町
会

・
自
治
会
や
管
理
組
合
を
中
心
に
地

域
の
住
民
が
互
い
に
助
け
合
い
︑
組

織
的
に
行
動
し
て
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
結
成
さ
れ
て
い
る
自

主
防
災
組
織
で
︑
約
�
�
�
隊
が
活

動
し
て
い
ま
す
︒
区
で
は
︑
災
害
協

力
隊
を
育
成
し
︑
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
︑
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
集
合
住
宅
等
で
結
成
し

て
い
な
い
場
合
は
︑
地
域
の
災
害
協

力
隊
へ
の
参
加
や
︑
新
た
な
結
成
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

▢問
防
災
課
災
害
対
策
係

☎
(
�
	


�
)
�

�
�

﹁
我
が
家
ル
ー
ル
﹂
の

取
り
決
め
を

地
震
発
生
時
に
家
族
が
別
々
の
場

所
に
い
る
場
合
や
︑
発
生
に
よ
り
離

れ
ば
な
れ
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
︑

家
庭
内
で
お
互
い
の
連
絡
方
法
や
避

難
経
路
︑
落
ち
合
う
先
を
決
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
︒
ま
た
︑
電
話

や
メ
ー
ル
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る

場
合
に
備
え
︑
欄
外
記
載
の
﹁
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
︵
�
�
�
︶
﹂
の

利
用
方
法
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

区
で
は
︑
避
難
所
や
避
難
場
所
の

位
置
・
災
害
時
の
心
得
・
非
常
持
出

品
リ
ス
ト
な
ど
を
掲
載
し
た
防
災
マ

ッ
プ
︵
区
内
全
図
版
�
種
類
︑
各
地

区
版
	
種
類
︶
を
配
布
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︑
防
災
課
︑
各
出

張
所
・
図
書
館
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

リ
ケ
ー
シ
ョ

ン

﹁
江
東
区
防
災
マ

ッ
プ
﹂
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
︒

﹇
防
災
マ
ッ
プ
配

布
場
所
﹈区
役
所

�
階
こ
う
と
う
情

東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

東
京
消
防
庁
管
下
で
震
度
	
弱
以

上
の
地
震
が
起
き
た
際
や
大
規
模
な

自
然
災
害
や
事
故
が
発
生
し
た
際
に
︑

消
防
活
動
の
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒
活
動
に

は
消
防
署
へ
事
前
登
録
が
必
要
で
す
︒

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
深
川
消
防
署

☎
(
�
	


�
)
�
�
�
�

城
東
消
防
署

☎
(
�
	
�
�
)
�
�
�
�

江
東
区
役
所
職
員
を
名
乗
り
﹁
医

療
費
が
戻
り
ま
す
﹂
な
ど
と
言
葉
巧

み
に
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
現
金
自
動
預

払
機
︶
を
操
作
さ
せ
︑
現
金
を
振
り

込
ま
せ
よ
う
と
す
る
還
付
金
詐
欺
の

電
話
が
多
数
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

次
の
よ
う
な
電
話
に
注
意
し
︑
被
害

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
電
話
の
内
容
﹈

○
医
療
費
の
還
付
が
あ
り
ま
す
︒
手

続
き
は
今
日
ま
で
で
す
か
ら
急
い

で
こ
れ
か
ら
言
う
番
号
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
︒

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

で
︑
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
携
帯
電

話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
防
止
策
﹈

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
︑
相
手
の

言
っ
た
電
話
番
号
に
は
電
話
せ
ず
︑

最
寄
り
の
警
察
署
も
し
く
は
区
役
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
※
区
役
所
を
は

じ
め
公
的
機
関
が
還
付
金
の
手
続
き

協
働
事
業
提
案
制
度
で
採
択
さ
れ
︑

本
年
度
区
と
協
働
実
施
し
て
い
る
事

業
﹁
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
﹂
の

実
施
状
況
等
の
中
間
報
告
会
を
行
い

ま
す
︒
本
事
業
の
実
施
団
体
︵
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
︶

が
取
り
組
み
成
果
等
を
報
告
す
る
ほ

か
︑﹁
江
東
区
区
民
協
働
推
進
会
議
﹂

の
委
員
が
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
︒

報
告
会
終
了
後
︑
推
進
会
議
委
員

や
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
の
方

に
よ
る
﹁
と
も
に

創
る

ま
ち
づ

く
り
︵
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
︶
﹂
を
実
施
し
ま
す
︒
来
年
度
提

案
を
検
討
中
の
団
体
の
方
を
始
め
︑

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
待

ち
し
て
い
ま
す
︒

※
中
間
報
告
会
で
発
表
さ
れ
る
採
択

事
業
の
概
要
や
﹁
と
も
に

創
る

ま
ち
づ
く
り
︵
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
︶
﹂
を
含
む
当
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
︒

※
今
年
度
の
事
業
提
案
で
は
﹁
こ
ど

も
読
書
活
動
に
関
わ
る
人
材
育
成
﹂

︵
朗
読
の
会
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
︶
﹁
江

東
区
内
災
害
時
︑
歩
行
困
難
者
・
避

難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
調
査
﹂
︵
Ｎ

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

※
区
で
は
︑
区
内
で
還
付
金
詐
欺
等

の
電
話
が
多
数
入
っ
た
際
に
︑
﹁
こ

う
と
う
安
全
安
心
メ
ー
ル
﹂
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
︒

﹇
登

録

方

法
﹈
k
o
to
-a
n
z
e
n
@
m
.

m
s
g
s.jp
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
︑

そ
の
後
登
録
確
認
の
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
完
了
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
セ
ス
︒

配
信
項
目
を
選
択
し
送
信
※
迷
惑
メ

ー
ル
受
信
拒
否
設
定
を
し
て
い
る
場

合
は
︑
k
o
to
-a
n
z
e
n
@
c
ity
.k
o
to
.

lg
.jp
を
受
信
設
定
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢問
深
川
警
察
署

☎
(
�
	


�
)
�
�
�
�

城
東
警
察
署

☎
(
�
	
�
�
)
�
�
�
�

東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(
�

�
�
)
�
�
�
�

危
機
管
理
課
生
活
安
全
担
当

☎
(
�
	


�
)


�
�
�

Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア

ー
セ
ン
タ
ー
︶
の
�
事
業
が
採
択
さ

れ
︑
来
年
度
実
施
予
定
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
半

30

～


時
半

▢場
区
役
所
�
階
第

会
71

議
室

▢人
協
働
事
業
や
市
民
活
動
に

関
心
の
あ
る
区
民
の
方
や
区
内
で
活

動
す
る
市
民
活
動
団
体
の
方

人
程

30

度
︵
先
着
順
※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
が
︑

残
席
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒
︶
▢費
無

料

▢保
�
歳
	
か
月
以
上
の
未
就
学

児

人
︵
申
込
順
︑
�
月

日
︵
水
︶

15

～

日
︵
月
︶
に
電
話
で
※
定
員
に

20
な
り
し
だ
い
終
了
︶
▢申
当
日
直
接

会
場
へ

▢問
地
域
振
興
課
区
民
協
働
推
進
担

当

☎
(
�
	


�
)
�

�
�

平
成

年

月

日
現
在
で
︑
全

25

12

31

国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
︒
こ
の
調
査
は
︑
我
が
国
の
製

造
業
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
︑
調
査
結
果
は
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
や
︑
学
術
研
究
︑
市

場
予
測
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
︒

調
査
は
従
業
者


人
以
上
の
製
造

業
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
︒

た
だ
し
︑
規
模
を
把
握
す
る
た
め
︑

す
べ
て
の
製
造
業
事
業
所
に
対
し
て
︑

事
業
所
名
や
従
業
者
数
な
ど
の
確
認

に
伺
い
ま
す
︒

�
月
中
旬
に
統
計
調
査
員
が
対
象

の
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
︑
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
地
域
振
興
課
統
計
調
査
係

☎
(
�
	


�
)


�
	


区
で
は
︑
平
成

年
度
に
策
定
し

23

た
﹁
江
東
区
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
﹂
に
基
づ
い

て
関
連
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
︒
平

成

年
度
に
こ
の
計
画
の
改
定
を
予

26
定
し
て
お
り
︑
そ
の
際
︑
広
く
各
分

野
か
ら
の
意
見
を
採
り
入
れ
る
た
め
︑

計
画
推
進
会
議
の
区
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
︒

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
で
︑
区
の
高

齢
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
�
人
程

度
︵
選
考
︶

▢内
﹁
江
東
区
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
﹂
の
進
捗

状
況
を
評
価
・
点
検
し
︑
計
画
改
定

に
向
け
て
提
言
﹇
任
期
﹈原
則
�
年

︵
平
成

～

年
度
︶
﹇
会
議
開
催
予

26

28

定
﹈平
成

年
度
	
回
︑
平
成

年

26

27

度
お
よ
び

年
度
に
各
�
回
予
定

28

︵
平
日
の
日
中
︶
※
初
回
は
平
成
26

年

月
実
施
予
定

▢締
�
月

日
12

︵
水
︶
※
消
印
有
効

▢申
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係
︵
区

役
所
�
階
�
番
︶
窓
口
に
あ
る
申
込

用
紙
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
可
︶
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑
作

文
﹁
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
﹂
︵
	

�
�
～
�
�
�
字
程
度
︑


�
�
字

詰
原
稿
用
紙
�
枚
︶
を
添
え
て
︑
〒

︱

区
役
所
福
祉
課
施
設
整
備
支

135

8383

援
係
へ
郵
送
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
	


�
)


�
�
�

高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
会
議
を
開
催

会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
半

29

～

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
	
階

第
�
～
�
会
議
室
︵
東
陽


︱

︱

11

�
︶
▢人

人
︵
区
民
の
方
を
優
先
し
︑

10

抽
選
︶
▢申
当
日
午
後
�
時
ま
で
に

直
接
会
場
へ

▢問
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係

☎
(
�
	


�
)


�
�
�

介
護
保
険
課
庶
務
係

☎
(
�
	


�
)
�


�
�

▲i-Phone▲Android
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区議会では、本会議のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページで配信しています。ぜひご覧ください▢問区議会事務局調査係☎3647-3548

長寿サポートセンター(☆印)・長寿サポート(無印)

扇橋、石島、千田、
海辺、千石

海辺12-13
☎3645-6761

海辺

常盤、新大橋、森
下1・2、三好、白
河、高橋および
下記エリア

担当地区

白河3-4-3-201
☎5646-1541

白河☆

所在地・電話番号愛称

塩浜、枝川2・3、
辰巳2・3、潮見

塩浜2-7-2
☎5617-6213

塩浜

下記エリア
豊洲4-1-1-802
☎5859-0566

豊洲☆

豊洲、東雲、有明、
青海

東雲2-2-29
☎3527-7263

東雲

枝川1、辰巳1
枝川1-8-15-101
☎5634-0158

枝川

清澄、平野、佐賀、
福住、深川、冬木、
富岡および下記
エリア

冬木16-7
☎5639-9121

冬木☆

永代、門前仲町、
牡丹、古石場、越
中島

古石場2-14-1-
101☎3641-2801

古石場

木場2〜5、東陽4
〜7、南砂2丁目1
番1〜5号・5〜7番
および下記エリア

東陽6-2-17
☎5665-4547

東陽☆

木場1・6、東陽1〜
3、新砂1丁目1番

東陽2-1-2
☎5690-2800

東陽南

森下3〜5、猿江、
住吉、毛利

住吉1-17-11
☎3635-0646

住吉

愛称

東砂4-20-15
☎5857-8243

東砂☆

北砂5・6、東砂1
・2

北砂6-20-30
☎5606-1744

北砂東

担当地区所在地・電話番号

大島東

南砂1・2(1番1〜
5号、5〜7番を除
く)、南砂5およ
び下記エリア

南砂2-3-5-102
☎3640-9851

南砂☆

北砂1〜4
北砂2-1-16
☎3615-4860

北砂西

東砂8、南砂3・4・
6・7、新砂(1丁目
1番を除く)、新木
場、夢の島、若洲

新砂3-3-37
☎5653-1735

新砂

北砂7、東砂3〜7
および下記エリ
ア

大島1〜4
大島4-1-37
☎3636-9857

大島西

大島7〜9
大島9-6-16
☎5836-5301

亀戸1・6〜9およ
び下記エリア

亀戸6-16-7
☎5627-2525

亀戸☆

亀戸2〜5
亀戸4-21-13
☎5626-0671

亀戸北

大島5・6および
下記エリア

大島6-14-4-103
☎5628-0541

大島☆

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き
や
︑
他
の
健
康
保
険
の
方

が
資
格
を
喪
失
し
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
と
き
は

日
以
内
に
届

14

出
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

次
に
該
当
す
る
方
は
︑
国
民
健
康

保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
︑

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
︑
早

急
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

○
現
在
無
職
で
︑
他
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
い
方

○
事
業
所
を
退
職
し
︑
現
在
無
職
の

方
︵
健
康
保
険
の
任
意
継
続
加
入

者
を
除
く
︶

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト

契
約
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
︑
そ

の
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
方

○
個
人
経
営
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お

勤
め
の
方
で
︑
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※
社
会
保
険
強
制
適
用
事
業
所
︵
株

式
会
社
・
有
限
会
社
・
財
団
法
人
等
︶

に
お
勤
め
の
方
は
︑
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
資
格
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

○
借
入
金
の
償
還
能
力
が
十
分
で
あ

る
こ
と

﹇
融
資
の
条
件
﹈

○
同
一
勤
務
先
の
勤
務
年
数
︵
自
営

業
の
方
に
つ
い
て
は
︑
同
一
業
種

の
営
業
年
数
︶
が
満
�
年
以
上

○
融
資
金
額
は

万
円
か
ら





10

万
円
ま
で
︵


万
円
単
位
︶

○
融
資
利
率
は


・

％
︑
区
が
半

30

分
の
利
子
補
給
を
す
る
の
で
実
質


・

％
65

○
償
還
期
間
は
�
年
以
内

○
償
還
方
法
は
﹁
融
資
を
受
け
た
月

の
翌
月
か
ら
﹂
元
金
均
等
ま
た
は

元
利
均
等
の
月
賦
償
還

﹇
保
証
﹈

融
資
を
受
け
る
際
に
は
︑
担
保
・

連
帯
保
証
人
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
︑
か
わ
り
に
信
用
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
︒
保
証
料
に
つ
い

て
は
区
が
負
担
し
ま
す
︒

﹇
受
付
期
間
﹈
�
月
�
日
︵
月
︶
ま
で

﹇
受
付
場
所
﹈教
育
委
員
会
事
務
局
庶

務
課
庶
務
係
︵
区
役
所
�
階


番
︶

﹇
必
要
書
類
等
﹈

○
進
学
予
定
校
入
試
要
項
︵
納
付
金

額
等
の
分
か
る
も
の
︶

○
源
泉
徴
収
票
︵
平
成

年
分
︶
ま

25

た
は
︑
確
定
申
告
書
︵
平
成

年
24

分
の
控
︶

○
印
鑑
︵
融
資
の
際
に
は
健
康
保
険

証
︑
実
印
等
が
必
要
︶

﹇
注
意
事
項
﹈

受
付
の
際
に
融
資
の
可
否
に
つ
い

て
予
備
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
︑
必

ず
保
護
者
の
方
が
お
い
で
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で

か
ら
融
資
ま
で

日
程
か
か
り
ま
す
︒

10

入
学
金
の
納
付
期
限
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢問
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
庶

務
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�


℻

(
�
�
�

)
�
�





区
で
は
︑
平
成

年
�
月
に
中
学

26

校
を
卒
業
し
︑
私
立
の
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の

高
等
課
程
︵
修
業
年
限
が
�
年
以
上

の
も
の
︶
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
に
対
し
︑
入
学
資
金
を
低
利

で
区
が
あ
っ
せ
ん
し
て
︑
指
定
の
金

融
機
関
が
融
資
し
ま
す
︒
こ
の
制
度

は
︑
入
学
金
・
施
設
整
備
費
等
︑
入

学
時
に
納
入
す
る
資
金
お
よ
び
制
服

代
等
︑
入
学
時
に
必
要
な
諸
経
費
を

対
象
と
す
る
も
の
で
す
︒
な
お
︑
平

成

年
度
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
も
っ

26
て
こ
の
制
度
は
終
了
し
ま
す
︒

﹇
申
込
者
の
資
格
要
件
﹈

○
江
東
区
内
に


年
以
上
居
住
し
︑

進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
こ

と
○
年
齢
が
満

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

20

○
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
介
護
の
各
種
制
度
の
案
内
と
受
付
︑

家
族
介
護
の
サ
ポ
ー
ト
︑
認
知
症
相

談
︑
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内
な
ど
︑

専
門
職
が
各
種
の
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

来
所
困
難
な
場
合
は
相
談
員
が
ご

自
宅
ま
で
出
向
い
て
相
談
に
あ
た
り

ま
す
の
で
お
電
話
く
だ
さ
い
︒

▢場
左
表
の
と
お
り
﹇
相
談
時
間
﹈月

～
土
曜
の
午
前
�
時
～
午
後
�
時

︵
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
︶

▢問
高
齢
者
支
援
課
地
域
福
祉
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

検
診
機
関
に
直
接
予
約
の
う
え
受
診

し
て
く
だ
さ
い
︒

▢費
胃
が
ん
検
診
：
�


円
︑
肺

が
ん
検
診
：
�


円
※
平
成

年
24

度
住
民
税
非
課
税
者
︑
生
活
保
護
受

給
者
等
は
免
除

﹇
検
診
機
関
・
連
絡
先
﹈

①
︵
公
財
︶東
京
都
予
防
医
学
協
会

︵
新
宿
区
市
谷
砂
土
原
町


︱

�
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

②
︵
医
社
︶こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣

プ
ラ
ザ
︵
千
代
田
区
飯
田
橋
�
︱

�

︱

�
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

﹇
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
の
問

合
先
﹈保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
づ

く
り
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
お
と
な
の
歯
科
検
診
の
問
合
先
﹈保

健
所
健
康
推
進
課
健
康
事
業
推
進
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�


�
)
�


�



各
種
健
︵
検
︶
診
に
は

受
診
券
シ
ー
ル
が
必
要

対
象
者
に
は
昨
年
�
月
中
旬
に
送

付
済
み
で
す
が
︑
転
入
な
ど
で
届
い

て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
︵
申
込
制
︶

は
�

月
末
ま
で
受
け
付
け

検
診
車
に
よ
る
検
診
の
受
付
は
12

月
で
終
了
し
て
い
ま
す
が
︑
検
診
機

関
で
の
検
診
︵
電
話
申
込
︶
は


月

末
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒
対
象

者
は
胃
が
ん
検
診
が

歳
以
上
︑
肺

35

が
ん
検
診
は

歳
以
上
の
区
民
の
方

40

で
す
︒
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
︑

高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
︑
各

担
当
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
︒
高

齢
者
関
係
相
談
一
般
の
ほ
か
︑
福
祉

区
で
は
区
内
�
か
所
に
﹁
長
寿
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
﹂
︑

か
所
に
そ

13

の
窓
口
の
﹁
長
寿
サ
ポ
ー
ト
﹂
を
整

備
し
て
い
ま
す
︒

健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
は

�

月

日
︵
木
︶
ま
で

20
区
で
は
︑

歳
以
上
で
︑
江
東
区

40

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
︑
も
し

く
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

を
対
象
に
︑
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒

今
年
度
の
健
康
診
査
は
︑
�
月
20

日
(
木
)
で
終
了
し
ま
す
の
で
︑
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
方
は
期
限
ま
で
に

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
︒
眼
科
検
診

お
よ
び
各
種
が
ん
検
診
︵
大
腸
が
ん

・
前
立
腺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸

が
ん
検
診
︶
も
︑
上
記
期
限
で
終
了

し
ま
す
︒

お
と
な
の
歯
科
検
診
は

�

月

日
︵
木
︶
ま
で

20・

・

・

・

・

・

20

25

30

35

40

45

50

・

・

・

・

歳
に
な
る
方
を
対

55

60

65

70

象
と
し
た
お
と
な
の
歯
科
検
診
は
�

月

日
︵
木
︶
で
終
了
し
ま
す
︒

20

提
出
議
案


件
を
否
決
し
ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
条
例
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
保
育
費
用
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵
�
件
︶

﹁
議
決
を
得
た
契
約
の
契
約
変
更

に
つ
い
て
﹂
な
ど

○
意
見
書
・
決
議
︵
�
件
︶

﹁
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

賃
貸
住
宅
の
家
賃
改
定
に
関
す
る

意
見
書
﹂

﹁
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の
設

定
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
決
議
﹂

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会
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が
︑

月

日
か
ら

月

日
ま
で

11

26

12

13

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

18

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
江
東
区

保
育
費
用
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て

20

審
議
し
︑

議
案
が
可
決
さ
れ
議
員
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